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・ プログラム開始時期
（2021年9月上旬等）

プログラム終了時期
（2021年9月上旬等）

・

・

都市名 ジョホールバル

環境システム学科(国際プログラム)

（研究室配属型のみご回答ください）
受入大学の指導教員をどのように探
したか教えてください。
（SIT指導教員の紹介等）

3年(後期)学年（渡航開始時）

渡航型/オンライン型

ウェブ等への体験談掲載への同意

学科（コース等）

海外派遣プログラムに参加したみなさまに、海外での経験を今後の学生に共有していただくため下記アンケートの記載をお願いしています。
記載いただいた内容は、芝浦工業大学のWebサイトやパンフレットに掲載いただくことがありますので、その前提でご記入をお願いします。

「留学するかどうか、もしくは留学先をどこにするか等、判断を迷っている後輩向け」という視点で記入をお願いいたします。

マレーシア、ジョホール

プログラムタイプ

国・地域名

マレーシア工科大学(UTM)

プログラム期間 2024年10月上旬

留学中の学籍について

2025年2月中旬

留学先大学名

留学期間

・

休学の有無

休学せずに渡航した方は、休学せず
に渡航できた理由を記載ください。
（留学が必須の学科だった、必修科
目が渡航時期になく単位も十分に取
り終えており、かつ指導教員の許可
も得られ、就活前に帰国することが
できたため、等）

芝浦工業大学 交換留学プログラム 参加後アンケート

留学者情報

システム理工学部学部

留学先情報

国際プログラムに所属していたため。
プログラムでは現地で最低9単位取得すれば休学は必要ない。
協定校での面接で合格、指導教員の許可も得られたため。

・

留学時期
（主に留学をしていた時期にチェック
をお願いします）

・ 上記協定校を志願した理由を教えて
ください。

東南アジア諸国が経済成長・発展していることや、日本の企業でもそれらの国々に拠点をおいて活
動している会社が多くあり、以前はインドネシアに行ったため、今回はマレーシアに行こうと思った。
建築を学びに行こうと考えていたため、建築学部が看板学部の一つであるUTMに決めた。

氏名も掲載してよい 学部・学科まで掲載してよい 完全匿名での掲載を希望

渡航型 オンライン型

授業履修型 研究室配属型

3ヶ月未満 3ヶ月～半年（1セメスター程度） 半年～1年（2セメスター程度）

1年前期

1年後期

2年前期

2年後期

3年前期

3年後期

4年前期

4年後期

修士1年前期

修士1年後期

修士2年前期

修士2年後期

博士以上

休学をした 休学しなかった



・

・
科目名①

単位数
（現地単位数）

2

科目概要

科目名②
単位数

（現地単位数）
2

科目概要

科目名③
単位数

（現地単位数）
8

科目概要

科目名④
単位数

（現地単位数）

科目概要

科目名⑤
単位数

（現地単位数）

科目概要

科目名⑥
単位数

（現地単位数）

科目概要

授業を履修した場合、具体的な科目
の情報教えてください。
（たくさん履修した場合は適宜追加し
て記載してください。また科目概要な
ど、欄に収まらない場合は、適宜行
の幅を大きくして記載してください。）

Design3

留学先での学習・研究状況につき、
概要を記載してください。

Design 3 Studio develops the students’ design responsiveness or the
design sensitivity.Students explore ‘ways of seeing’, understanding and
interpreting how architectureconcentrates and conveys natural, cultural,
social and contextual forces through meansspecific to the discipline of the
unit. In addition, the design program articulates the uniquereality of
architecture through the study of basic inter-relationships of brief, site,
material,technology, and construction. Students learn to express and then
develop an idea for anarchitectural proposition critically and appropriately,
through their own perception andtranslate into workable scheme. Design
parameter shall be space making and placemaking depending on the
requirements of projects.

留学先での学習・研究状況

日曜　English Communication class  8:15-9:50
月曜　Architectural Design class      9:00-17:00
水曜　Malay Language class          8:15-9:50
木曜　Architectural Design class      9:00-17:00

火/金/土　Day off

This English course is designed to reinforce and enhance students’
existing English Language skills to enable them to communicate better in
their current surrounding (higher education setting). Through guided
and independent learning activities, students will develop their skills
in reading, listening, writing as well as speaking. At the end of the
course, students should be able to recognise relevant information in texts
on topics of interest. Students should also be able to write on familiar
topics. Additionally, this course will provide students with opportunities to
enhance their listening and speaking skills.

This course enables international students to communicate in basic Malay,
covering everyday life situations. Students will be able to read and
understand simple Malay sentences, as well as write short essays using
basic sentences. Teaching and learning will be conducted in the form of
lectures, assignments, and student learning experiences inside and outside
the classroom.

English Communication Skills

Malay Language for Communication2



・

・

自由記述欄

留学で感じたこと等、自由に記載し
てください。
（当初の留学計画を達成でいたか、
新た発見はあったか、どのような苦
労があったか、留学前に準備してお
けばよかったと振り返って感じること
はあるか、後輩へのアドバイス、等な
んでも結構です。）

私が東南アジアの国を選んだこともあるけれど、思ったよりハードルは高くなかったと感じた。
語学などの点においても、特に留学前に準備しておくべきだと感じたことはないけれど、建築という
分野において言えば、レビットとライノセラスで細かいデザインを作成する練習をしておけば、もっと
優れた建築を作れただろうと感じた。
時間がなかったのであらかじめ現地の寮を予約せずに行ったけれど、到着したその日にすぐに契約
ができて、自分の部屋を得られたのでとても良かった。
様々な側面において、とても生活しやすい国だと思った。

留学先での学習・研究以外の交流活動

交友関係、部活、サークル、日常生
活などで特筆して後輩に伝えたいこ
とを記載してください。

日常生活を充実させたいなら、現地の友人と仲良くなるのが最も効率的。
交流会やスポーツイベントなどがあれば参加してもいいかも。
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留学手続き時に苦労した点

協定校への出願時に苦労した点や、
後輩へのアドバイスがあれば記載く
ださい。（提出すべき書類、準備が大
変だった書類など）

ビザ申請など、渡航準備時に苦労し
た点や後輩へのアドバイスがあれば
記載ください。（提出すべき書類、準
備が大変だった書類など）
（渡航型プログラムのみ。オンライン
型は記入不要です。）

その他、準備にあたり、後輩にアドバ
イスがあれば自由に記載してくださ
い。

一番大変だと感じたのは留学へ行く以前の、入学面接とeVALの申請だった。
私の留学先の建築学部では、（他の学部では行われなかったらしいが）いきなり面接を課して来たた
め、1日2日しか猶予がないなかで、急いで建築のポートフォリオの作成や志望動機、自己紹介など
の練習をしなければならなかった。7人の候補者の内自分を含め結局2人しか受からなかったため、
自分の想定よりもレベルの高い大学だという事を実感した。オファーレター受け取りまで、かなりの
時間がかかった。
出遅れながらも受入許可が降りて、急いでeVALの申請をした。
その後もすぐにビザを申請しに行き、受け取りの日にはキャリーケースをもって大使館へ行き、そのま
ま空港へ向かった。

手続きで少しでも分からないことがあれば、すぐに誰かに聞くべき。

現地空港到着後、どうやって上記宿泊先に向かいました
か？
交通手段や所要時間を教えてください。

上記宿泊先から日々協定校へはどうやって通学していま
したか？交通手段や所要時間を教えてください。

上記宿泊先の様子を教えてくださ
い。広さ、住み心地等。

協定校の寮(敷地内)

留学前にアコモデーションのフォームを入力してあったが、なかなかメッセージが来なかった。
結局現地で、校内のインターナショナルオフィスの人に手伝てもらいながら契約した。

トイレとシャワー付きのワンルーム、キッチンは各階に２つほどでシェア、シェアルームもある。
エアコンと個人用冷蔵庫は追加料金、窓一つ、ベッド、机2つ、イス一つ、タンス、天井ファン。
良くはないけれど、悪すぎることもない。

上記宿泊先はどうやって手配しまし
たか？（出願時に協定校に依頼する
ことができた、協定校から紹介しても
らった、自分で探した、等）

宿泊先のタイプを教えてください。
（協定校の寮、一般のｱﾊﾟｰﾄ、ﾎｰﾑｽ
ﾃｲ等）

学内バス、タクシー、自転車等

空港からタクシーで大学内に入り、国際オフィスへ。オフィスの人の車で送っても
らった。

滞在先の宿泊施設などの情報　（渡航型プログラムのみ。オンライン型は記入不要です。）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現地での学生ビザキャンセル料と事前支払いのもろもろの料金

1ヶ月あたり費用

初期費用

内訳

協定校へ支払った費用
（授業料、初期登録費用等あれば）

¥160,000

¥84,340

registration, services,deposit(34,000),bench fee

保険料、危機管理料

月額金額 概要

概算で結構ですので、参考までに記入してください。

計

その他/月

食費/月

宿泊費/月

¥5,000

¥20,000

¥22,000

¥47,000

その他費用（ビザ申請、パスポート取
得費等、英語試験受験料等）

¥27,000

内訳 金額（円換算概算） 概要

概要

計 ¥80,000

帰り34450 5960 　行き3370 23000

生活用品

外食代と食材費用

エアコン費用5000円

奨学金名

芝浦工業大学海外留学奨学金

¥67,500

月額金額

¥80,000

往復航空券代（往復）

海外旅行保険・危機管理費用
（全期間分）

奨学金情報

計 ¥338,840 ー34000(デポジット)

留学中の費用や奨学金等　（渡航型プログラムのみ。オンライン型は記入不要です。）



説明文 説明文

説明文 説明文

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。

写真共有のお願い　（渡航型プログラムのみ。オンライン型は記入不要です。）

建築学部棟の一つ

その他、任意の写真

建築学部2年生、ワークベース２の仲間たちと現地
調査に来た際に止まったホテルのロビーで撮った写

真

宿泊先の様子が分かる写真等をお願いします

KLG　BlockBの1人部屋の写真

その他、任意の写真

大学のシンボルとなる建物の写真等をお願いします

留学生の卒業証書授与式とお別れ会の写真

留学中の様子が分かる写真を4枚ほど共有ください。またそれぞれの写真に説明分を加えて下さい。
写真はそのまま掲載しますので、掲載してもよい写真を貼り付けてください。


	帰国アンケート

